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３ 要旨 

パーキンサス属原虫（perkinsus sp.）は Apicomplexa 門に属する原虫で、二枚貝や巻き貝に寄生することが知られ

ている。人体には影響はないとされているが、海外ではこの原虫等が原因となり、アワビ、カキ、ホタテ等の資源に大

きな影響を及ぼした例が報告されている。 

国内では 1998 年に熊本県と広島県のアサリにパーキンサス属原虫の寄生が報告され、翌年に北海道東部と太平洋北

部を除いた全ての地点で本原虫の寄生を受けていることが公表された。 

そこで本研究では、県内唯一のアサリの生産地である相馬市松川浦において、アサリのパーキンサス属原虫の感染状

況について検査を行ったので報告する。 

(1)検体は松川浦内の棚脇前、川口前、地島、揚汐、宇多川河口、沖ヶ島の 6地点より各 4～6個ずつ、合計 30個体

を採集した。平均殻長は 25.7±13.0mm、殻付き平均重量は 7.1±9.5gであった。 

(2)感染率は 63％で、平均の感染強度（log[(cells/g)+1]）は 1.4であった。一部の地点を除き、殻長の大きい個体

ほど感染強度が高い傾向がみられ、最も高い個体では 5.3であった。しかし、陽性個体の感染密度のほとんどは

3 以下と低めであった。Waki & Yoshinaga (2013, Fish Sci) によると、感染強度が 6 以上でアサリの生存に影

響が出るとされ、アサリのサイズが小さく（殻長 3～6mm）、水温が高いほど（23℃以上）影響を受けやすいとさ

れている。 

(3)今回の結果からは、パーキンサス属原虫による漁業への大きな影響はないと考えられるが、松川浦では 2012 年

と 2013 年の夏に稚貝の大量減耗が発生していることから、今後はこれらの関連性について留意しておく必要が

あると考えられた。 
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